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はじめに
　平成20年の中央教育審議会の「学士課程教育の
構築に向けて（答申）」にも見られるように，高等
教育の初年次における教育上の配慮，高大連携が重
要な課題となってきている。幼児保育学科において
も，平成22年度から導入教育としての『幼児保育
基礎セミナー』を拡充して初年次教育に転換すると
共に，大規模な入学前教育を開始した。しかし，教
員側からの一方的な指導だけではその成果は図りが
たく，学習の主体である学生の意識の所在とその変
容を捉えて適切に対応する必要がある。その基礎資
料とするために幼児保育学科1年生に対する継続的
な意識調査を行った。以下はその内容と結果の考察
である。
１．研究方法
　本調査の対象は平成21年度幼児保育学科新入学
生214名である。調査は質問紙法により1年間で5
回（4月上旬，6月上旬，7月下旬，9月下旬，1月
下旬）に実施した。有効回収数はそれぞれ，第1回
213件 (99.5%)， 第2回203件（94.9%)， 第3回210
件（98.1%）， 第4回198件（92.5%）， 第5回198件
（92.5% ）であった。
２．学生の属性
　アンケートのフェースシートの部分から学生の特
性を捉えると以下の通りである。
⑴　性別の特徴
　幼児保育学科は，幼保系の短期大学であるために
例年その大部分が女子学生であり，特に平成21年
度入学生では女子が99% を占めている。
⑵　新入生の出身高校の特徴（表１，表２）
　中村学園大学短期大学部は九州の中核都市である
福岡市都心部に所在するためもあり福岡県外の高校
卒業者が37.6％を占めており，九州全県及び中国
地方の一部等の高等学校からも学生が入学してきて
いる。また，福岡県内においても福岡市は北西部に
位置し，東に北九州市，南に久留米市という拠点都
市があり，その近辺には多くの大学・短期大学が設
置されているにもかかわらず福岡市を除く福岡県
（以後福岡県下とする）出身者が約30％を占めて
おり福岡市内の高校出身者は32.9% にとどまってい
る。
　設置者別で，併設高校を抱えているにもかかわら
ず，公立高校卒業生が77.9％となっている。
　さらに，高等学校で在籍していた科についても，
87.3％の入学生が普通科出身で試験入試に限ると
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推薦入試 一般入試 計
福岡市内公立 31 11 42
福岡県下公立 41 14 55
福岡県外公立 54 15 69
福岡市内私立 9 2 11
福岡県下私立 4 3 7
福岡県外私立 9 2 11
併 設 校 17 0 17
大 検 等 0 1 1
計 165 48 213
幼児保育学科アンケート (1) 問５
表１　出身高校
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91.7％に上っている。また，次いで多いのは総合
系の科の卒業生でこれを加えると全体でも93.0％
にのぼっており，幼児保育学科の学生の高校時代の
学習傾向としては普通教育中心であるといえる。
⑶　入学後の居住状況（表３，表４）
　入学後の住所については県外生が高校所在地と比
べると当然低下するが依然として10.8％あり，県
下生では33.3% と上昇しており，多くの学生が勉
学に制限のかかる遠距離通学をしている状況が伺え
る。このことは，家族との同居率63.8% が前述の市
内高校生率32.9%，県外現住所学生率10.8%，県下
高校生率30% の合計とほぼ近い値となっているこ
とからも裏付けられる。
⑷　受験に当たっての意識と状況（表５，表６）
　先願制の推薦入試制度による入学者が全入学者
の77.6% を占めているので，幼児保育学科を第一
希望とする比率が80.3％（171名）の高率になるこ
とはある意味当然であるが，試験入試においても
43.8% が幼児保育学科を第一希望としている。他に
第一希望がある場合でも人間発達学部をはじめとす
る中村学園と他の4年制大学が90.5％で，そのほと
んどを占めている。また小幼保系以外の大学・短期
大学を第一志望とする比率も中村学園を含めても全
入学者の6.1% にすぎない。受験の理由についても，
「幼稚園教諭・保育士になりたかったから（出現率
88.2%）」，「就職がいいから（同61.5%）」，「免許・
資格が取れるから（同56.3%）」が突出している。
反対に「まだ就職したくなかったから（同0.9%）」，
「都会にあるから（同5.2%）」，「合格できそうだか
ら（同4.2%）」などの理由はきわめて低いことが分
かる。従って，幼児保育学科においては専門教育の
内容に興味を持ちづらい不本意入学の学生は著しく
少ないことが想定できる。以上，新入生の高校時代
の状況と意識を見てきたが，次に入学後の意識とそ
の推移を示す。
３．学生の意識の推移
　調査は定点観測的に複数回同一項目について取っ
ているものとその時期にふさわしい項目を選択して
調査している項目がある。そこで，まず定点観測的
な内容２項目についてその実態と変化について明ら
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普 通 科 商業系 情報 ･ 国際系 総 合 系 そ の 他 無 回 答 計
推 薦 入 試 142 7 3 9 4 0 165
一 般 入 試 44 0 0 3 0 1 48
計 186 7 3 12 4 1 213
幼児保育学科アンケート (1) 問６
表２　出身高校科
福 岡 市 内 福岡県下 福 岡 県 外 計
推 薦 入 試 95 53 17 165
一 般 入 試 24 18 6 48
計 119 71 23 213
幼児保育学科アンケート (1) 問２
表３　現住所
家族と同居 一人暮らし 学生寮 その他 無回答 計 計
推 薦 入 試 101 29 30 4 1 165 165
一 般 入 試 35 8 4 1 0 48 48
計 136 37 34 5 1 213 213
幼児保育学科アンケート (1) 問３
表４　居住形態
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推薦入試 一般入試 計
幼児保育学科 150 21 171
人間発達学部幼児発達専攻 9 11 20
人間発達学部児童発達専攻 0 3 3
中村学園大学・短期大学部の他の学科 2 1 3
福岡県内の他の小幼保系４年制大学 0 4 4
福岡県内の他の小幼保系短期大学 0 0 0
福岡県外の他の小幼保系４年制大学 0 1 1
福岡県外の他の小幼保系短期大学 1 0 1
他の小幼保系以外の４年制大学 1 6 7
他の小幼保系以外の短期大学 1 0 1
その他 0 1 1
無回答 1 0 1
計 165 48 213
幼児保育学科アンケート (1) 問７
表５　第一希望進路
推薦入試 一般入試 計
親・親戚・知人のすすめ 62 17 79
高校や塾などの先生のすすめ 39 11 50
高校や中学の先輩のすすめ 25 2 27
幼稚園教諭・保育士になりたかったから 147 41 188
おもしろそうだったから 12 9 21
合格できそうだったから 1 8 9
近いから 11 5 16
都会にあるから 8 3 11
就職が良いから 96 35 131
免許・資格が取れるから 88 32 120
出前講義やオープンキャンパスをみて 75 8 83
まだ就職したくなかったから 1 1 2
ホームページやパンフレットをみて 64 14 78
その他 5 1 6
幼児保育学科アンケート (1) 問８
表６　受験の理由
4 月 6 月 7 月 9 月 1 月
幼 稚 園 33.3 31.0 31.4 33.3 32.3 
保 育 園 58.2 61.6 62.4 59.6 59.6 
施 設 2.3 2.5 2.9 2.0 2.5 
一 般 企 業 0.9 1.0 0.0 0.0 0.5 
大 学 編 入 2.3 2.0 2.4 2.0 2.5 
専 門 学 校 0.5 0.0 0.0 0.5 0.5 
そ の 他 4.2 3.0 0.5 4.0 2.0 
幼児保育学科アンケート (1 ～５) 問 10
表７　希望進路 構成比％
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かにする。
⑴　希望進路の推移（表７）
　入学当初の４月，２ヶ月後の６月（幼稚園・保
育園見学終了），前期終了時の７月末，９月の後期
開始後（保育所実習内諾のための訪問終了），後期
終了時の１月（前期幼稚園実習内諾のための訪問終
了）の５回のアンケートの結果を見ると学習の進
展，各種体験の増加にもかかわらず全体的には入学
当初から大幅な変化は見られない。幼稚園約３割，
保育園約６割で，施設と大学編入も2％台で変動し
ていない。また，その他の進路希望のほとんどは漠
然とした幼保系進路希望者である。加えて，本調査
を補足するデータとして幼児保育学科卒業者で４年
制大学への編入者は実際にも少なく，十名も達しな
いのが通例であり，編入先も中村学園大学人間発達
学部幼児発達専攻がせそのほとんどを占めており，
他の四年制大学や他の専門分野への編入希望者はほ
とんどいないという特殊な傾向がある。
⑵　能力に関する意識の推移（表８）
　各学期の授業終了時の平成21年７月と平成22年
１月に各種の能力修得についての自己評価を「とて
も成長した」「少し成長した」「余り成長していな
い」の３区分法で調査した構成比とそれぞれに３点
から１点の係数を掛けて平均値を出したものが表８
である。なお，７月の比較の基準は前学期間の成長
で，一月の比較の基準は一年間の成長とした。こ
れによると前学期末時点で得点が高い分野は「乳
幼児の体や成長に関する保健・栄養の技術・知識」
（2.476）や「幼稚園・保育園・施設に関する制
度的知識」（2.414）である。一方得点が低い分野
は「文章力・読解力」（1.895）や「体力や運動能
力など体育技術・知識」（1.919）である。体育技
術・知識に関しては体育の専門教育開始前であり学
生の不安感は納得できる面もあるが，「文章力・読
解力」に関しては国語の専門教育も既に開始されて
いる点からその原因を明らかにする必要があると思
われる。更に，各学期終了時点での得点を比較して
＋ポイントになっているものは３分野に過ぎず，残
り8分野においては自己評価が悪化している。学習
が進むにつれて自己認識がより客観化したとの見方
もできるが，漠然とした不安感の現れと見ることも
できる。実際に1年間の学習によって学生達の能力
は向上しており，これを学生に実感させる方途の検
討と実施が早急に必要であろう。
４．入学時の不安（４月のアンケートより）
　新生活の開始に当たって意識した不安や悩みを
勉学・生活・進路の3分野に分けて自由記述で調査
した結果を整理した。3分野の中で，記載の出現
率を不安の高さと考えると「勉学上の不安・不満」
69.5％で最も高く，ついで，「進路の不安・不満」
が51.6％，「生活の不安・不満」が31.0％となって
いる。また，「生活の不安・不満」は入試区分によ
る差が余り見られないが，「勉学上の不安・不満」
は推薦入試区分の学生が試験入試学生より10.3ポ
イント高く，逆に「進路の不安・不満」は試験入試
区分の方が11.3ポイント高くなっていることは興
松　尾　智　則
とても成長した 少し成長した あまり成長していない ： 係数化
７月 １月 ７月 １月 ７月 １月 ７月 １月 １月～７月
ピアノのや声楽などの音楽技術・知識 38.8 36.2 5７.9 60.７ 3.3 3.１ 2.354 2.332 -0.022 
製作やデザインなどの美術技術・知識 26.3 25.0 6７.5 6１.2 6.2 １3.8 2.20１ 2.１１2 -0.089 
体力や運動能力など体育技術・知識 １6.2 １0.2 59.5 58.2 24.3 3１.6 １.9１9 １.７86 -0.１33 
文章力・読解力 １１.0 8.2 6７.6 64.8 2１.4 2７.0 １.895 １.8１１ -0.084 
その他の一般教養・知識 １6.2 １9.9 ７0.5 6１.2 １3.3 １8.9 2.029 2.0１0 -0.0１8 
マナー、社会性、コミュニケーション能力 3１.4 32.１ 63.8 60.2 4.8 ７.７ 2.26７ 2.245 -0.022 
乳幼児の体や成長に関する保健・栄養技術・知識 49.0 50.8 49.5 46.2 １.4 3.１ 2.4７6 2.4７７ 0.00１ 
幼稚園・保育所・施設に関する制度的知識 44.8 48.0 5１.9 48.5 3.3 3.6 2.4１4 2.444 0.030 
保育に関する理論的知識 36.2 3１.8 6１.0 66.2 2.9 2.0 2.333 2.298 -0.035 
保育に関する実践的技術・知識 3１.9 33.７ 59.5 63.3 8.6 3.１ 2.233 2.306 0.0７3 
コンピュータ等の利用に関する知識・技術 2１.9 １2.8 63.3 5７.１ １4.8 30.１ 2.0７１ １.82７ -0.245 
幼児保育学科アンケート ( ３、５) 問１１
表８　どの程度成長したか
構成比％
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味深い。
⑴　勉学上の不安・不満（表９）
　不安・不満で突出して多いのは，「試験・レポー
ト・論文」81件（出現率38.0％）で，次位の「授
業についていけるか」39件（出現率18.3％）と併
せて大学特有の学習形態に戸惑いを感じている学生
の姿が伺える。これに対応するためには初年次教育
や高大連携による高大接続の高度化を進めていく
必要がある。第3位は幼保系に特有の「ピアノ・声
楽」であるが，25件（出現率11.7％）に留まって
おり，それほど高くはない。
⑵　生活上の不安（表10）
　前述の入学後の居住形態で触れた様に自宅学生
が多いためか，全体としては出現率は低い。また，
「勉学上の不安・不満」と比較すると突出した項
目もない。その中で比較的多いものは，「一人暮ら
し」14件（出現率6.5％）や「通学」13件（出現率
6.1％）で県外生と県下生が比較的多いことを反映
した内容となっている。
⑶　進路の不安（表11）
　「進路の不安・不満」は約半数の学生で出現し
ているが，その半数近い55件（出現率25.8％）は
「就職できるか」といった漠然としたものであり，
「自分が先生になれるのか」10件（出現率4.7％）
と併せて，入学当初と言うこともあり，具体的悩
みとなっているものは少ない。意識しやすい項目
としては「就職場所（福岡か地元）」18件（出現率
8.5％）が目立っている。
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５．入学と授業への評価
（６月のアンケートより）
　幼児保育学科での学習が2ヶ月程度進展し，生活
になれてきて具体的に幼児保育学科への入学と教育
についての評価が下せる様になっていることが想定
できる6月のアンケートにおいて入学と授業につい
ての調査を行った。
⑴　入学の満足度　（表12）
　「よかった」を選択した者は178件（87.7％）と
非常に高くなっている。幼児保育学科以外を進学の
第一志望としていた比率が高い試験入試区分の学
生に限っても，84.4% でやはり高率である。また，
「どちらともいえない」を選択する場合でもその理
由の記載を見ると「学ぶことは楽しいが保育者とし
てやっていけるか不安」や「学校は楽しいが時間に
追われている」などであった。また，「後悔してい
る」を選択した2名のうちの1名はピアノに強く不
安を感じている推薦入試区分の学生で，もう1名は
「近いから」という理由で「小幼保系以外の4年制
大学」を進学の第一希望とし，「進路を四年制大学
への編入」としていた学生であった。
⑵　楽しい授業（表13）
　自由記述によって一番楽しい授業として選択され
た科目数は14科目で前期開設の23科目の60.9％が
該当している。具体的科目名では「教職研究」99
件（出現率48.8％）が突出しており，次いで「ス
ポーツ科学Ａ」26件（出現率11.3％），「保育内容
推薦入試 一般入試 計
授業について行けるか 30 9 39
ピアノ・声楽 22 3 25
試験・レポート・論文 62 19 81
パソコン 4 0 4
板書が少ない、字が見にくい、小さい、薄い 6 0 6
勉強したことが実際に出来るか 3 0 3
補講 1 0 1
ノートの取り方 4 2 6
質問・発言が大人数なのでしにくい 1 0 1
講義の人数が多い 1 0 1
高校と違う 3 1 4
人前で話す 1 3 4
自由記述なし 39 16 65
幼児保育学科アンケート ( １) 問１１
表９　勉学上の不安・不満 自由記述の整理・複数回答
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推 薦 入 試 一般入試 計
一人暮らし 9 5 14
体調管理 7 2 9
学校生活 8 2 10
アルバイト 3 0 3
通学 10 3 13
学校とアルバイトの両立 4 1 5
寮生活 5 0 5
金銭面 4 3 7
自分の時間がない 3 0 3
エレベーター 2 1 3
家での生活 2 1 3
自由記述なし 115 32 147
幼児保育学科アンケート ( １) 問 12
表10　生活上の不安・不満 自由記述の整理・複数回答
推 薦 入 試 一般入試 計
就職場所 ( 福岡か地元 ) 14 4 18
編入できるか 3 5 8
就職できるか 47 8 55
嫌になったら保育系以外の就職ができるか 1 0 1
就職活動について 4 2 6
自分が先生になれるか 6 4 10
公務員保育士の採用 2 3 5
幼稚園か保育園か 8 0 8
就職できなかった場合 1 0 1
企業系の就職 0 3 3
他の資格の取り方 1 1 2
給料 1 0 1
自分に合っているか 1 0 1
自由記述なし 84 19 103
幼児保育学科アンケート ( １) 問 13
表11　進路の不安・不満 自由記述の整理・複数回答
よ か っ た どちらともいえない 後悔している 計
推 薦 入 試 140 17 1 158
一 般 入 試 38 6 1 45
計 178 23 2 203
幼児保育学科アンケート ( ２) 問 11
表12　入学してよかったか
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表現造形」17件（出現率8.4％）であった。
⑶　ためになる授業（表13）
　自由記述によって一番ためになる授業として選
択された科目数も14科目で前期開設の23科目の
60.9％が該当している。具体的科目名では「教職
研究」54件（出現率26.6％）が乳児保育と同数で
1位であるが，「楽しい授業」の場合ほどの突出は
示していない。更に，「楽しい授業」では評価の低
かった「幼児指導方法論」（１→40），「小児保健」
（０→12）の用に大きく評価が変わっている科目
もあり，学生にとって「楽しい」と「ためになる」
という評価が必ずしも一体のものではなく，冷静な
判断をしている姿が伺える。
⑷　熱心に受けている授業（表13）
　自由記述によって一番熱心に受けている授業と
して選択された科目数は21科目に拡大し，前期開
設の23科目の91.3％が該当している。具体的科目
名では「器楽」42件（出現率20.7％）が1位である
が，分布状況は更に平坦になっている。更に，件数
は少ないが「哲学と人生」，「保育内容環境」，「情報
処理」「国語表現法」「コミュニケーション論」のよ
うに「楽しい授業」と「ためになる授業」では選択
されていない科目名も出現している。
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一番楽しい授業 一番ためになると思う授業 一番熱心に受けている授業
推薦入試 一般入試 計 推薦入試 一般入試 計 推薦入試 一般入試 計
教職研究 77 22 99 42 12 54 33 5 38
教育心理学 3 0 3 6 0 6 8 3 １１
乳児保育 10 3 12 45 9 54 31 4 35
社会福祉 0 0 0 2 3 5 12 4 16
保育内容人間関係 3 0 3 6 4 10 4 3 7
幼児指導方法論 0 1 1 33 7 40 6 3 9
スポーツ科学Ａ 23 3 26 0 0 0 2 0 2
器楽 6 4 10 11 3 14 31 11 42
保育内容表現造形 9 8 17 1 0 1 6 1 7
哲学と人生 0 0 0 0 0 0 1 1 2
総合基礎英語 14 1 15 0 0 0 2 1 3
声楽 2 1 3 3 1 4 4 1 5
保育原理 4 2 6 3 0 3 3 3 6
数学概論 5 1 6 0 0 0 1 0 1
保育内容環境 0 0 0 1 0 1 2 0 2
小児保健 0 0 0 8 4 12 11 2 １3
情報処理 0 0 0 0 0 0 1 2 3
自然と人間 1 0 1 0 0 0 1 0 １
国語表現法 0 0 0 0 0 0 1 0 1
幼児保育基礎セミナー 0 0 0 0 2 2 0 0 0
基礎的な授業全部 0 0 0 1 0 1 1 0 １
文学 1 0 1 0 0 0 0 0 0
コミュニケーション論 0 0 0 0 0 0 0 1 １
幼児保育学科アンケート ( ２) 問 12、13，14
表13　各授業への意識
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６．保育者指向性
（７月のアンケートより）（表14）
　前学期の講義終了間近の7月下旬に「保育者に
なりたい気持ちの変化」を調査項目とした。「非常
に強くなった」と「少し強くなった」はそれぞれ
全体では119件（構成比56.7％）と58件（構成比
27.6％）で合計すると177件（構成比84.3％）とな
り，前学期間の経験が保育者指向性を高めるもので
あったということができるであろう。
７．保育所実習への不安と楽しみ
（１月のアンケートより）（表15）
　幼児保育学科学生にとって最初のハードルである
保育所実習を直前に控えた1月に保育所実習への意
識を「不安」「楽しみ」という軸によって整理する
と，全体では「（とても不安）そう思う」が138件
（構成比69.7％）で「（とても楽しみ）そう思う」
の58件（構成比29.3％）を圧倒しているが，両指
標をクロスさせると『「（とても不安）そう思う」・
「（とても楽しみ）どちらとも言えない」62件（構
成比31.3％）』で次は『「（とても不安）そう思う」・
「（とても楽しみ）そう思う46件（構成比23.2％）』
である。また，『「（とても不安）どちらとも言えな
い」・「（とても楽しみ）どちらとも言えない」42件
（構成比21.23％）』がその次を占めている。また，
『「（とても不安）そう思う」・「（とても楽しみ）そ
う思わない」』は10件（構成比5.1％）に過ぎない
という複雑な感情を構成している。
８．おわりに
　今回，初年次教育の改善のための基礎資料を得る
ために行った継続的なアンケート調査の結果からこ
れまでの感覚を具体的数字で確認できた点と新たな
知見が得られた。
①学生は以前高等学校普通か出身者が大部分を占め
ている。
②不本意入学者は少なく，入学後の満足度も高い。
③専門の諸能力に関する自己評価は低めであり，学
習を経ても上昇するどころか低下する項目が多い。
③入学当初の希望進路は年間の学習を経ても大きく
変化していない。
④学習の不安は高等教育型の学習形態への適応に関
することが多く，初年次教育の課題である。
④生活の不安は比較的少ないが，県外学生及び県下
生を多く抱えているため一人暮らしや寮生活，長距
離通学による時間的制約が大きい。
⑤進路の不安は生活の不安より多く見られるが漠然
としたものである。
⑥授業に対する評価は「楽しい」，「ためになる」，
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と て も 楽 し み
そう思う どちらとも言えない そう思わない 無回答 計
とても不安そう思う 46 62 10 20 138
どちらともいえない 11 42 2 1 56
そう思わない 1 1 1 1 4
計 58 105 13 22 198
幼児保育学科アンケート ( ３) 問１４
表14　保育者になりたい気持ちの変化
とても不安 と て も 楽 し み
そう思う どちらともいえない そう思わない 計 そう思う どちらともいえない そう思わない 計
推 薦 入 試 105 46 2 153 44 79 10 153
一 般 入 試 31 10 2 43 13 25 3 43
無 回 答 2 2 1 1 2
計 138 56 4 198 58 105 13 198
幼児保育学科アンケート ( ５) 問１３
表15　保育所実習への意識
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「熱心に受けている」が連動していない冷静さがあ
る。
⑦悩みながらも学習を経て保育者指向性は高まって
おり，これは幼児保育学科を進学第１希望ではな
かった試験入試区分の学生にも共通している。
⑧保育所実習に対する不安感はぬぐえないものがあ
るがそれが単純に保育所実習を否定的に評価するこ
とには繋がっていない。
　平成21年度新入生の状況は以上の通りであった。
次の課題は推薦入試指定校枠が拡大すると共に，入
学前教育を導入した平成22年度新入生と平成21年
度入学生の間に変化が見られるか検証することであ
る。その結果を踏まえてよりよい学生指導・教育の
環境を整えていきたい。
参　考　文　献
　学士課程教育の構築に向けて（答申）　平成20年
12月24日　中央教育審議会
　Nguide2010 　中村学園大学短期大学部
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資料
幼児保育学科アンケート（１）
このアンケートは幼児保育学科の教育の改善のために継続的に行うものの第１回目です。今後の２年
間の学生生活の充実と皆さんに続いて入学してくる後輩のためにご協力ください。
なお、回答内容は統計的に処理し、プライバシーを保護します。
１．性別に一つ○をつけてください。 １．男 ２．女
２．現住所に一つ○をつけてください。
１．福岡市内 ２．福岡県内（福岡市内を除く） ３．福岡県外
３．居住形態に一つ○をつけてください。
１．家族と同居 ２．一人暮らし ３．学生寮 ４．その他
４．帰省先（現住所と同じ場合も同様）に一つ○をつけてください。
１．福岡市内 ２．福岡県内（福岡市内を除く） ３．福岡県外
５．出身高校に一つ○をつけてください （転校している場合は卒業した高校）。
１．福岡市内公立 ２．福岡県内（市内を除く）公立 ３．福岡県外公立
４．福岡市内私立 ５．福岡県内（市内を除く）私立 ６．福岡県外公立
７．中村女子・三陽 ８．大検・通信制・その他
６．卒業した科に一つ○をつけてください （転校している場合は卒業した高校の科）。
１．普通科（特進等を含む） ２．商業系の科 ３．農・工業系の科
４．情報、国際系の科 ５．総合系の科 ６．その他
７．大学受験の第一志望に一つ○をつけてください。
１．幼児保育学科 ２．人間発達学部幼児発達専攻
３．人間発達学部児童発達専攻 ４．中村学園大学・短期大学部の他の学科
５．福岡県内の他の小幼保系４年制大学 ６．福岡県内の他の小幼保系短期大学
７．福岡県外の他の小幼保系４年制大学 ８．福岡県外の他の小幼保系短期大学
９．他の小幼保系以外の４年制大学 ．他の小幼保系以外の短期大学10.
．その他11
８．幼児保育学科の受験理由にいくつでも○をつけてください。
１．親・親戚・知人のすすめ ２．高校や塾などの先生のすすめ
３．高校や中学の先輩のすすめ ４．幼稚園教諭・保育士になりたかったから
５．おもしろそうだったから ６．合格できそうだったから
７．近いから ８．都会にあるから
９．就職が良いから ．免許・資格が取れるから10
．出前講義やオープンキャンパスをみて ．まだ就職したくなかったから11 12
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．ホームページやパンフレットをみて ．その他13 14
９．幼児保育学科に合格した入試の種類に一つ○をつけてください。
１．推薦入試（指定校・併設校枠） ２．推薦入試（一般） ３．試験入試
．現時点での希望進路・就職先に一つ○をつけてください。10
１．福岡市内の幼稚園 ２．福岡市内の保育園 ３．福岡市内の施設
４．福岡市外の幼稚園 ５．福岡市外の保育園 ６．福岡市外の施設
７．一般企業 ８．大学編入 ９．専門学校
．その他10.
勉学上の不安・不満があったら自由に書いてください。11.
．生活上の不安・不満があったら自由に書いてください。12
．進路に関する不安・不満があったら自由に書いてください。13
．幼児保育学科に入学してからこれまでに「良かった・嬉しい」と感じたことや「期待はずれ」と感14
じたことを自由に書いてください。
114 松　尾　智　則
- 3 -
幼児保育学科アンケート（２）
※質問１～ のフェースシート部分は幼児保育学科アンケートと同様なので省略する。9
．現時点での希望進路・就職先に一つ選んで○をつけてください。10
１．福岡市内の幼稚園 ２．福岡市内の保育園 ３．福岡市内の施設
４．福岡市外の幼稚園 ５．福岡市外の保育園 ６．福岡市外の施設
７．一般企業 ８．大学編入 ９．専門学校
．その他10.
幼児保育学科に入学したことを現在どう感じていますか。一つ選んで○をつけて、理由欄に自由に11.
記述してください。
１．入学して良かった。 ２．どちらともいえない ３．後悔している。
理由
．一番楽しい授業科目は何ですか。一つ選んで、理由欄に自由に記述してください。12
科目名
理由
．一番ためになると思った授業科目は何ですか。一つ選んで、理由欄に自由に記述してください。13
科目名
理由
． 。 、 。14 一番熱心に授業を受けている授業科目は何ですか 一つ選んで 理由欄に自由に記述してください
科目名
理由
．入学して２ヶ月であなたは変わったと思いますか。変わったと思う所を具体的に書いてください。15
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幼児保育学科アンケート（３）
※質問１～９のフェースシート部分は幼児保育学科アンケートと同様なので省略する。
．現時点での希望進路・就職先に一つ選んで○をつけてください。10
１．福岡市内の幼稚園 ２．福岡市内の保育園 ３．福岡市内の施設
４．福岡市外の幼稚園 ５．福岡市外の保育園 ６．福岡市外の施設
７．一般企業 ８．大学編入 ９．専門学校
．その他10.
幼児保育学科の授業が１／４終了しようとしています。あなたが前期の授業等を通じて下記の分野11.
についてどの程度身に付いたと思いますか。それぞれ、一つ選んで○を付けてください。
とても成長 少し成長 あまり成長してない
１．ピアノのや声楽などの音楽技術・知識 １ ２ ３
２．製作やデザインなどの美術技術・知識 １ ２ ３
３．体力や運動能力など体育技術・知識 １ ２ ３
４．文章力・読解力 １ ２ ３
５．その他の一般教養・知識 １ ２ ３
６．マナー、社会性、コミュニケーション能力 １ ２ ３
７．乳幼児の体や成長に関する保健・栄養技術・知識 １ ２ ３
８．幼稚園・保育所・施設に関する制度的知識 １ ２ ３
９．保育に関する理論的知識 １ ２ ３
．保育に関する実践的技術・知識 １ ２ ３10
．コンピュータ等の利用に関する知識・技術 １ ２ ３11
．あなたは夏休み中に保育者としての力を高めるために何か計画していますか。計画していたら具体12
的に書いてください。
．保育者となるための後期以降のあなたの課題は何ですか。具体的に書いてください。13
．４月と比べて保育者（幼稚園教諭・保育士・施設職員）になりたいという気持ちに変化がありまし14
たか。一つ選んで○を付けてください。
１．非常に強くなった。 ２．少し強くなった ３．変わらない ４．弱くなった。 ５．分からない
．その他、前期が終わって幼児保育学科の授業や教員、学生生活などについて、考えること、感じる15
ことがあったら自由に書いてください。
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幼児保育学科アンケート（４）
※質問１～ のフェースシート部分は幼児保育学科アンケートと同様なので省略する。9
．現時点での希望進路・就職先に一つ選んで○をつけてください。10
１．福岡市内の幼稚園 ２．福岡市内の保育園 ３．福岡市内の施設
４．福岡市外の幼稚園 ５．福岡市外の保育園 ６．福岡市外の施設
７．一般企業 ８．大学編入 ９．専門学校
．その他10.
夏休み中の生活の中で幼児保育学科で学んだことが役に立つことがありましたか。11.
（１）該当するものをいくつでも選んで○を付けてください。
１ ピアノのや声楽などの音楽技術・知識 ７ 乳幼児の体や成長に関する保健・栄養技術・知識. .
２ 製作やデザインなどの美術技術・知識 ８ 幼稚園・保育所・施設に関する制度的知識. .
３ 体力や運動能力など体育技術・知識 ９ 保育に関する理論的知識. .
４ 文章力・読解力 保育に関する実践的技術・知識. 10.
５ その他の一般教養・知識 コンピュータ等の利用に関する知識・技術. 11.
６ マナー、社会性、コミュニケーション能力 その他. 12.
（２）役に立ったことがある人にお聞きします。
どんな場所や状況で役に立ちましたか。具体的に書いてください。
．夏休み中にあなたが保育者となる上で役立つ体験、学び、身に付けたことはありましたか。12
具体的に書いてください。
．夏休み前にたてた「保育者としての力を高めるための計画」を実行できましたか。13
（１）結果を一つ選んで○をつけてください。
１ 計画以上に実行 ２ 計画通り実行 ３ 半分ぐらい実行 ４ 少し実行 ５ 全然できなかった. . . . .
（２）理由や状況を具体的に書いてください。
．夏休み中の体験を踏まえて保育者となるための後期以降のあなたの課題は何ですか。14
具体的に書いてください。
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幼児保育学科アンケート（５）
※質問１～ のフェースシート部分は幼児保育学科アンケートと同様なので省略する。9
．現時点での希望進路・就職先に一つ選んで○をつけてください。10
１．福岡市内の幼稚園 ２．福岡市内の保育園 ３．福岡市内の施設
４．福岡市外の幼稚園 ５．福岡市外の保育園 ６．福岡市外の施設
７．一般企業 ８．大学編入 ９．専門学校
．その他10.
もし、高校 年生に戻って進路選択できるとしたらあなたはどうしますか。一つ選んで○をつけて11 3
ください。
１．中村学園大学短期大学部幼児保育学科に進学する
２．他の幼保系の短期大学に進学する
３．幼保系以外の短期大学に進学する
４．中村学園大学人間発達学部に進学する
５．他の幼保系の四年制大学に進学する
６．幼保系以外の四年制大学に進学する
７．就職する
８．その他
幼児保育学科の授業が１／２終了しようとしています。あなたが１年の授業等を通じて下記の分野12.
についてどの程度身に付いたと思いますか。それぞれ、一つ選んで○を付けてください。
とても成長 少し成長 あまり成長してない
１．ピアノのや声楽などの音楽技術・知識 １ ２ ３
２．製作やデザインなどの美術技術・知識 １ ２ ３
３．体力や運動能力など体育技術・知識 １ ２ ３
４．文章力・読解力 １ ２ ３
５．その他の一般教養・知識 １ ２ ３
６．マナー、社会性、コミュニケーション能力 １ ２ ３
７．乳幼児の体や成長に関する保健・栄養技術・知識 １ ２ ３
８．幼稚園・保育所・施設に関する制度的知識 １ ２ ３
９．保育に関する理論的知識 １ ２ ３
．保育に関する実践的技術・知識 １ ２ ３10
．コンピュータ等の利用に関する知識・技術 １ ２ ３11
．２月の保育所実習関してどう思っていますか。それぞれ、一つ選んで○を付けてください。13
そう思う どちらとも言えない そう思わない
１．とても不安だ １ ２ ３
「そう思う」を選んだ人は
具体的に何が不安ですか。
そう思う どちらとも言えない そう思わない
２．とても楽しみだ １ ２ ３
「そう思う」を選んだ人は
具体的に何が不安ですか。
３．あなたらしい保育所実習にするために特に準備していることがあったら自由に書いてください。
